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：熱伝導率               ［kW／（m2・K）】
：溶液のテストセクション入口液膜流量  ［kg／（m・S）］
：溶液のテストセクション入口濃度      ［wt％］
：溶液のテストセクション出口濃度      ［wt％］
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     ④冷媒温度の調節
     B1からB3のバルブを開とし、ポンプBで冷媒タンクと凝縮器
    とを循環させ、冷媒の温度上昇を行いたい場合はヒータBを、冷媒
    の冷却を行いたい場合は、凝縮器に冷却水を通すことにより冷媒温
    度の調節が行える。ここで、B4は閉とし溶液の希釈とならないよ
    うにしなければならない。
 ⑤ 溶液移送
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           表2－2 濃度測定器の要目





































  t。2 ：テストセクション出口温度
  ts。．t．．2：テストセクション畠口飽和温度
  P2 ：テストセクション出B圧力
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 区間A（サブクール）…  テストセクション内に入ったLiBr水
             溶液が加熱されて温度が水の飽和温度
             に達するまでの区間
 区間B（気液平衡区間）・・サブクールの後、LiBr水溶液中の一
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    以上4つのグラフより図4に示されるように、測定値にはかなり
   のばらつきが見られるが、Kiに及ぼす液膜流量rの影響は顕著でな
   い。一方、図5に示されるように、Kiは平均熱流束qiの増加と共
   に大きくなる。本実験では加熱水の流量はほぼ一定であり、内観外                     x
   壁への熱伝達率αhもほぼ一定と考えられるので、qiの増加による
   Kiの増加は液膜の沸騰によるものと考えられる。実際に、本実験の
   範囲ではすべて沸騰気泡の発生が観察されている。なお、測定値の
   熱収支は±5％以内、物質収支は±1％以内であった。
    図6と図7はそれぞれ図4と図5に対応している。このKiの値は
   式（3）で計算した値よりも少し大きくなるが、rやqlに対する傾向
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  図6． 式（4）で求めたKlとrの関係
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                    重管の相当直径（31mm）を用いて、管内層流熱伝達に対するSe11ar
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           冷却永流量ロータ
           メータ
温水流量調節用バルブ，温水流量計と
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             ヨに変わっていった。最近では限収冷凍機の製作台数は減少を続けて
いる。・
 一方、わが国では、日本冷凍協会編日本冷凍史年表によると、18




















































































































































気も含まれてしまうため、新たに精溜器が必要となり、この部分で                           s
も熱損失が無視できないという欠点もある。そのため、最近では六
一一一一一u一一一一一丁一一一一一「「一一一一一「一皿一一「一一一一一丁一一
皇4岨．．
一“m－r一一一L－L一一＋ 7に示した3成分系の組合せが提唱されている。
 また、これまでの冷媒研究は圧縮式と吸収式で各々独立に考えら
れがちであったが、今後は、ハイブリッドサイクルとして適用でき
る冷媒・吸収剤を開発しようとする姿勢が必要である。
 これら以外にも、テナントビルの増加による個劉空調方式に頬応
ずるため、室内から冷熱源機の発停を可能とし、各テナントの使屠
熱量を個別にするシステムや中小型分野では空冷型ガス冷温水機の
開発が複数のメーカーで行われており、吸収式にも数年前に空冷化
が開発された。また、個別分散型ユニット等新世代型の開発など一
層多様化が進むと思われる。
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